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平成29年1月1日現在

世帯数
男
女
総人口

2,845世帯
3,432人　
3,542人　
6,974人　

　

12
月
11
日
（
日
）
大
庭
公
民
館

で
「
礼
儀
作
法
は
思
い
や
り　

あ

り
が
と
う
は
奇
跡
の
言
葉
」
と
題

し
て
、
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動

実
践
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。
26

名
の
子
供
か
ら
高
齢
者
が
参
加

し
、
講
師
の
滝
川
道
子
先
生
よ
り
、

江
戸
町
民
の
公
衆
の
マ
ナ
ー
で
あ

り
、
日
本
人
特
有
の
相
手
を
思
い

や
る
心
を
形
に
し
た
江
戸
し
ぐ
さ

を
通
し
て
様
々
な
事
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

江
戸
し
ぐ
さ
は
、
八
千
ほ
ど
の

し
ぐ
さ
が
あ
り
、
武
士
の
礼
儀
作

法
が
発
端
と
な
っ
て
、
そ
の
作
法

を
商
人
（
あ
き
ん
ど
）
が
、
地
方

か
ら
出
て
来
る
人
と
仲
良
く
す
る

為
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
考
え
出

し
、
広
め
た
の
が
始
ま
り
だ
そ
う

で
す
。

　

人
が
転
ん
だ
時
に
近
寄
り
助
け

た
り
、
病
人
に
手
を
さ
し
の
べ

る
「
さ
し
の
べ
し
ぐ
さ
」
か
ら

は
、
心
の
中
は
誰
に
も
見
え
な
い

け
れ
ど
、
心
遣
い
は
見
え
る
こ
と

や
、
思
い
は
見
え
な
い
け
れ
ど
思

い
や
り
は
誰
に
で
も
見
え
る
事
を

学
び
、「
あ
い
さ
つ
し
ぐ
さ
」
で
は
、

日
常
普
通
に
言
っ
て
い
る
「
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
さ
よ
う
な
ら
」

な
ど
の
挨
拶
に
も
一
つ
ひ
と
つ
の

言
葉
に
意
味
が
あ
り
、「
こ
ん
に

ち
は
」
の
「
は
」
が
、「
わ
」
で

無
い
の
は
、
そ
の
後
に
続
き
言
葉

が
付
い
て
く
る
為
だ
そ
う
で
す
。 

　

ま
た
、
日
頃
何
気
な
く
行
っ
て

い
る
お
辞
儀
も
、
４
つ
の
角
度
が

あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
意
味
が
変

化
し
、
美
し
い
お
辞
儀
は
相
手
に

心
か
ら
の
思
い
や
り
を
伝
え
る
と

共
に
姿
勢
を
良
く
し
て
お
辞
儀
す

る
事
は
、
内
臓
に
良
く
、
安
定
感

が
あ
り
、
見
た
目
が
美
し
い
利
点

が
あ
る
と
の
事
で
す
し
、
就
職
試

験
な
ど
で
は
、
受
付
時
の
お
辞
儀

で
70
％
合
格
が
決
ま
る
事
が
多
く

あ
る
そ
う
で
す
。

　

日
本
の
武
道
お
よ
び
芸
道
の
世

界
に
お
い
て
用
い
ら
れ
、
心
が
途

切
れ
な
い
意
味
の
「
残
心
」
の
心

で
は
、
目
を
見
て
ゆ
っ
く
り
と
さ

げ
て
お
辞
儀
す
る
事
が
た
い
せ
つ

で
あ
り
、
お
辞
儀
一
つ
で
人
生
が

変
わ
り
、
笑
顔
の
表
情
で
印
象
が

変
化
す
る
の
で
、
鏡
で
自
分
が
ど

ん
な
笑
顔
を
し
て
い
る
か
チ
ェ
ッ

ク
し
て
欲
し
い
そ
う
で
す
。 

　

実
践
講
座
は
、
本
年
度
４
カ
所

で
開
催
さ
れ
、
12
月
10
日
に
南
栗

地
区
、
１
月
22
日
に
中
村
地
区
、

２
月
５
日
に
は
北
栗
地
区
に
て
開

講
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
に
計
画
さ
れ
て
い
た
講
座

で
す
が
台
風
の
た
め
11
月
29
日
に

変
更
に
な
り
木
曽
開
田
高
原
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
、
木
曽
馬

の
里
、
西
野
集
落
を
撮
影
場
所
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
長
野
県
風
景
写
真
家
協

会
・
原
和
明
氏
よ
り
往
復
の
バ
ス

の
中
で
近
く
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
の

説
明
や
撮
影
の
仕
方
な
ど
を
教
え

て
頂
き
な
が
ら
木
曽
馬
の
里
で

は
、
木
曽
馬
や
風
景
の
撮
影
方
法
、

ポ
イ
ン
ト
を
聞
き
課
題
撮
影
を
し

ま
し
た
。
動
物
相
手
に
良
い
と
こ

ろ
を
切
り
取
る
の
は
大
変
で
す
。

　

西
野
集
落
で
は
板
葺
屋
根
を
撮

り
込
ん
だ
撮
影
を
し
ま
し
た
。
太

陽
が
陰か

げ

る
の
を
待
ち
な
が
ら
の
取

り
組
み
に
な
り
ま
し
た
。
風
が
強

ま
り
ま
し
た
が
皆
さ
ん
頑
張
っ
て

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。

　

最
後
に

県
宝
の
山

下
家
住
宅

を
説
明
見

学
し
撮
影

で
き
ま
し

た
の
で
室

内
写
真
も

挑
戦
し
ま

し
た
。

　

12
月
20
日
、
保
育
園
に
大
き
な

袋
を
持
ち
鈴
を
鳴
ら
し
て
、
サ
ン

タ
が
来
ま
し
た
。
園
児
は
、
サ
ン

タ
か
ら
１
人
ず
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

も
ら
い
大
喜
び
で
し
た
。

　

12
月
16
日
、
島
立
公
民
館
に
て

全
体
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
『
島
立
の
宝
』
は
、
島
立
の
歴

史
・
文
化
・
習
慣
等
、
今
だ
か
ら

こ
そ
「
宝
」
と
し
て
伝
え
る
べ
き

事
に
つ
い
て
、
伝
承
事
項
の
調
査・

確
認
や
、
既
存
資
料
等
の
活
用
に

よ
り
、
い
つ
で
も
学
び
が
で
き
る

教
材
と
な
る
冊
子
の
発
刊
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
町
内
公
民
館
長

会
・
館
報
編
集
委
員
会
・
文
化
図

書
委
員
会
・
女
性
委
員
会
の
各
委

員
が
検
討
等
行
い
、
平
成
30
年
2

月
の
完
成
に
向
け
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

カ
メ
ラ
講
座
の

　
　
　

第
４
回
を
開
催

『
島
立
の
宝
』の

発
刊
に
向
け
て

保
育
園

ク
リ
ス
マ
ス

素
敵
な
ま
ち 
島
立
し
ぐ
さ
を
目
指
し
て
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主
要
道
路
の

変
遷
と
道
路
元
標

　

今
回
は
地
区
内
を
通
る
旧
野
麦

街
道
、
旧
県
道
松
本
高
山
線
、
国

道
１
５
８
号
、
県
道
新
田
松
本
線

と
道
路
元
標
を
紹
介
し
ま
す
。

　

大
正
９
年
の
旧
道
路
法
施
行
に

伴
い
野
麦
街
道
は
県
道
松
本
高
山

線
（
松
本
市
～
岐
阜
県
界
西
筑
摩

郡
奈
川
村
）
と
し
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
大
正
11
年
に
各
自
治
体
の

道
路
元
標
の
位
置
を
規
定
、
起
終

点
に
自
治
体
名
の
み
が
指
定
さ
れ

た
府
県
道
は
基
本
的
に
こ
の
元
標

が
起
終
点
と
な
る
た
め
、
松
本
高

山
線
の
起
点
は
千
歳
橋
北
詰
に
設

置
の
松
本
市
道
路
元
標
で
終
点
は

県
境
の
野
麦
峠
で
す
。
現
在
は
県

道
奈
川
野
麦
高
根
線
が
奈
川
の
県

道
奈
川
木
祖
線
の
交
点
を
起
点
と

し
県
境
ま
で
、
同
名
岐
阜
県
道
が

県
境
を
起
点
と
し
高
山
市
高
根
町

の
終
点
（
国
道
３
６
１
号
交
点
）

へ
と
通
じ
て
お
り
往
時
の
幹
線
が

重
視
さ
れ
県
道
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
は
、
敗
戦
・
占
領
を
経
て

昭
和
27
年
に
独
立
し
同
年
、
道
路

法
も
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
島
立
村

は
昭
和
29
年
４
月
１
日
に
松
本
市

に
合
併
し
村
道
は
市
道
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
道
路
変
遷
を
考
察
す
る

う
え
で
大
変
参
考
と
な
っ
た
旧
世

代
の
松
本
市
道
路
認
定
路
線
網
図

は
市
維
持
課
が
保
管
し
て
お
り
、

昭
和
45
年
測
図
の
地
形
図
上
に
市

道
の
路
線
名
、
起
終
点
及
び
経
路

が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
野
麦
街
道
に
は
「
荒
井
旧
県

道
線
」「
堀
米
旧
県
道
線
」「
大
庭

旧
県
道
線
」
の
路
線
名
が
見
て
取

れ
ま
す
。
大
正
11
年
に
は
安
房
峠

の
飛
騨
街
道
が
県
道
松
本
船
津
線

に
昇
格
、

昭
和
28
年

の
道
路
法

施
行
時
に

県
道
松
本

高
山
線
の

う
ち
奈
川

渡
県
境
区
間
を
分
離
し
て
連
結
、

二
級
国
道
１
５
８
号
福
井
松
本
線

（
福
井
市
～
松
本
市
）
に
指
定
さ

れ
た
こ
と
に
起
因
し
、
当
該
３
区

間
が
旧
県
道
に
な
っ
た
と
推
測
さ

れ
ま
す
。
本
国
道
は
昭
和
40
年
、

道
路
法
改
正
で
一
級
二
級
区
分
が

廃
止
さ
れ
一
般
国
道
１
５
８
号
と

な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
網
図
と
大
正
2
年
発
行
の

地
形
図
を
照
合
。
荒
井
の
火
の
見
櫓

が
あ
っ
た
地
点
か
ら
荒
井
交
差
点

間
、
荒
井
集
落
西
端
か
ら
堀
米
集
落

西
端
間
、
大
庭
交
差
点
か
ら
大
庭
集

落
西
端
間
は
新
道
が
開
設
さ
れ
た
こ

と
が
解
り
ま
す
。

　

網
図
に
は
昭
和
55
年
に
開
通
し
た

国
道
１
５
８
号
（
渚
バ
イ
パ
ス
）
や

昭
和
63
年
に
松
本
IC
ま
で
開
通
し
た

長
野
自
動
車
道
（
長
野
道
）
は
記
載

さ
れ
て
お
ら
ず
、
圃
場
整
備
事
業
が

実
施
さ
れ
る
以
前
の
地
形
と
な
っ
て

い
ま
す
。
網
図
か
ら
は
路
線
名
の
由

来
が
読
み
取
れ
千
国
街
道
や
仁
科
街

道
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
路
線
名
の

記
載
も
あ
り
貴
重
な
資
料
で
す
。
現

在
は
４
桁
の
路
線
番
号
が
付
さ
れ
た

松
本
市
道
路
認
定
路
線
網
図
が
市
Ｈ

Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

松
本
市
島
立
出
張
所
北
側
の
道
は

村
道
か
ら
県
道
を
経
て
市
道
と
な
り

ま
し
た
。
道
路
は
法
律
と
新
道
開
通

等
が
原
因
と
な
り
路
線
名
や
所
管
が

変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
道
路
は
旧
道
路
法
公
布
の
翌

大
正
9
年
、村
道（
東
筑
摩
郡
島
立
村
）

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
時
、道
路

に
面
す
る
役
場
敷
地
に
島
立
村
道
路

元
標
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

昭
和
28
年
に
は
県
道
新
田
松
本
線（
起

点
は
朝
日
村
大
字
小
野
沢
の
新
田
、終

点
は
島
立
村
大
庭
の
国
道
１
５
８
号

交
点
）に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。　

　

昭
和
55
年
、
国
道
１
５
８
号

バ
イ
パ
ス
が
開
通
す
る
と
国
道

は
移
管
さ
れ
県
道
は
路
線
延
長
。

大
庭
か
ら
堀
米
、
荒
井
を
経
由

し
渚
二
丁
目
の
国
道
19
号
交
点

が
終
点
と
な
り
ま
し
た
。
同
時

に
町
区
東
交
差
点
か
ら
大
庭
交

差
点
間
の
国
道
は
市
道
小
柴
大

庭
線
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

昭
和
63
年
、
松
本
IC
ま
で
長
野

自
動
車
道
が
開
通
。
県
道
新
田

松
本
線
は
南
栗
で
長
野
道
を
潜

り
左
折
、
暫
し
並
走
し
再
度
潜

り
抜
け
、
国
道
１
５
８
号
交
点

の
町
区
交
差
点
が
終
点
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
時
、
南
栗
か
ら

北
栗
、
出
張
所
を
経
由
し
大
庭

交
差
点
間
の
県
道
は
市
道
に
移

管
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
道
路
元
標
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。
道
路
元
標
は
大

正
９
年
施
行
の
旧
道
路
法
に
基

づ
き
道
路
の
起
点
・
終
点
・
経
由

地
を
示
す
た
め
に
設
置
さ
れ
た

道
路
の
附
属
物（
石
標
）で
す
。各

市
町
村
の
道
路
の
起
点
（
終
点
）

と
し
て
大
正
８
年
施
行
の
道
路

法
施
行
令
で「
道
路
元
標
ハ
各
市

町
村
ニ
一
箇
ヲ
置
ク
」と
定
め
ら

れ
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

島
立
村
道
路
元
標
は
長
野
県

告
示
第
六
三
六
号（
大
正
11
年
12

月
１
日
）と
し
て
県
報
第
五
八
二

号
に
道
路
元
標
設
置
位
置
の
告

示
が
さ
れ
、
東
筑
摩
郡
島
立
村

字
道
添
三
二
九
七
番
の
一
地
先
に

設
置
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

道
路
元
標
の
様
式
は
内
務
省
令

第
20
号
（
大
正
11
年
8
月
18
日
告

示
、
同
12
年
４
月
１
日
施
行
）
で
、

地
表
高
60
ｃｍ
（
根
入
れ
の
寸
法
は

記
載
な
し
）、
25
ｃｍ
角
、
頂
部
左

右
は
5
ｃｍ
の
面
取
と
図
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

昭
和
27
年
に
制
定
の
道
路
法
で

も
道
路
附
属
物
の
定
め
は
あ
り
ま

す
が
、
具
体
的
な
設
置
方
法
や
維

持
管
理
に
つ
い
て
定
め
た
施
行
令

（
政
令
）
や
省
令
は
な
い
た
め
多

く
の
元
標
は
忘
れ
ら
れ
た
存
在
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
隣
接

す
る
新
村
、
和
田
村
の
元
標
は
残

存
。
元
標
は
現
役
場
や
元
役
場
に

建
つ
郵
便
局
、
駐
在
所
、
農
協
、

公
民
館
の
敷
地
等
に
往
時
を
偲
ぶ

よ
う
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
大
切

に
し
た
い
遺
産
で
す
。


